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平成 30年度 相談支援部会 年間活動報告書 
 

 

 緊急の場面，緊急時の対応等についての協議 

 わかりやすく，繋がりやすいツール（児童版）の発行 

 相談支援事業所間の連携，情報共有等の横のつながりの強化 

 

活動の状況 

 日にち 内容 備考 

第１回相談支援部会 

第１回ツールWG 

第１回相談支援事業所連絡会 

第２回相談支援事業所連絡会 

第３回相談支援事業所連絡会 

第４回相談支援事業所連絡会 

第２回ツールWG 

第２回相談支援部会 

第５回相談支援事業所連絡会 

第６回相談支援事業所連絡会 

第７回相談支援事業所連絡会 

第３回相談支援部会 

第８回相談支援事業所連絡会 

第９回相談支援事業所連絡会 

第４回相談支援部会 

第１０回相談支援事業所連絡会 

第１１回相談支援事業所連絡会 

５月１１日 

５月１１日 

５月１７日 

６月２１日 

７月１９日 

８月３０日 

８月 31日 

９月１３日 

９月２０日 

１０月１８日 

１１月１５日 

１２月１４日 

１２月２０日 

１月２５日 

２月１３日 

２月２１日 

 ３月 22日 

【相談支援部会】 

緊急時の対応及び活用できる社

会資源等についての協議を行うと

共に，国分寺市障害者緊急入所保

護事業についての意見交換や利用

者想定等を実施した。 

【相談支援事業所連絡会】 

月 1回開催。児童版ツールの作

成，国分寺市オリジナルのサービ

ス等利用計画及び付随する書式作

成については，市内全相談支援事

業所が参画して取り組んだ。 

【「障害児通所支援事業所連絡会」

の設立準備】 

市内障害児通所支援事業所にお

ける有機的な連携と，障害児支援

における地域課題をより相談支援

部会にフィードバックさせること

を目的として準備会を実施した。 

 

 

成果・活動から見えてきたことなど 

今年度相談支援部会においては「できる限り緊急を緊急にしない」をテーマに議論を重ね， 

地域資源の確認と情報共有を行った。国分寺市障害者緊急入所保護事業においても，本当に必

要な人が安心して利用できることを目指し，市内全相談支援事業所の協力を得て「緊急時対応

の可能性が高い」と想定される方の調査を実施した。調査により抽出された約１００名を更に

分析し，緊急入所保護事業を利用する可能性が最も高いと予測される約 30名については担当

相談支援専門員と市障害福祉課職員，基幹相談支援センター職員が順次訪問して現状の把握

や，緊急時の連絡確認，短期入所事業等利用できるサービスの説明等を丁寧に実施している。 

この訪問によってこれまで相談員が把握しきれなかった世帯の情報を得ることができ，ま

た，訪問を受けた当事者からも「万が一の事態について考えるきっかけとなった」「市や基幹

平成 30年度の主な取組内容 
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相談支援センター職員と相談支援専門員が一緒に来て説明してくれるので安心感があった」と

の感想があるなど，非常に有益な取り組みとなっている。 

“相談支援がわかりやすく・相談支援に繋がりやすい”ツール作成は昨年度よりワーキング

グループが制作を開始しており，今年度からは新たに設立した相談支援事業所連絡会が制作を

引き継ぎ，名称を「こどもあんしん相談ナビ」として完成に至った。福祉事業所はもちろん，

教育・医療機関をはじめ，市内公共施設等に合計 2,000部を配布・設置する予定である。 

今年度５月に発足した相談支援事業所連絡会は，市内全ての相談支援事業所が参加し，毎月の 

定例会議において，市・基幹相談支援センター・市内相談支援事業所間の情報共有，相談に関 

する課題の検討を行うなど，相談支援事業所のスキルアップと一層の連携強化に取り組んだ。 

特に国分寺市オリジナルのサービス等利用計画及び付随する書式が完成できたこと，緊急時対 

応の可能性が高い方（世帯）の抽出，障害福祉課・基幹相談支援センターと連携しての個別訪 

問を開始したことは，相談支援の充実に向けた具体的な行動として評価したい。 

 

今後の活動予定 

 日にち 内容 備考 

平成３１年度第１回

相談支援部会 

 

４月末～５月 地域課題について 

次年度部会の取り組みについて 

 

 

その他 

次年度に向けては，国分寺市障害児通所支援事業所連絡会の立ち上げ及び位置づけの確認，

相談支援部会による地域課題抽出と分析・検証を行う。 
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平成 30年度 就労支援部会 年間活動報告書 
 

 

◆就労支援に関する地域の課題の掘り起こしと各課題解決のために必要な取り組みについて協議 

◆就労支援関係機関による連携強化のための仕組みづくりについて協議 

◆高工賃を実現するための具体的な取組の検討・実施 

◆農福連携を実現するための具体的な取組の検討・実施 

 

活動の状況 

 日にち 内容 備考 

第１回就労支

援部会 

５月 29日 ① 平成 29年度活動報告 

② 平成 30年度の取組について 

 

市外施設 

見学会 

８月８日 高工賃を実現している市外施設見

学会を実施 

就労継続支援 B型 たいとう第三

福祉作業所（台東区浅草） 

【参加者】 

障害福祉サービス事業者・

障害福祉課 

農福連携に 

係る協議 

 

９月６日 ① 平成２９年度の取組の振り返

り 

② 現在の取組状況について 

③ 平成３０年度の取組について 

市内生産農家・障害福祉サ

ービス事業者・障害福祉

課・ 

市政戦略室 

第２回就労支

援部会 

９月７日 ① 市外施設見学会の報告・まと

め 

② 一般就労支援における課題の

共有及び今後の取組 

③ 就労支援部会における次年度

の取組について 

 

農福連携に 

係る協議 

 

１０月１２日 ① 他市町村における農福連携の

取組状況について 

② 今後の取組について 

市内生産農家・障害福祉サ

ービス事業者・障害福祉

課・市政戦略室・経済課 

第３回就労支

援部会 

１１月２８日 ① 一般就労支援における現状の

課題及び今後の取組について 

② 農福連携について 

③ 障害者就労施設等の物品販売

ポータルサイト開設について 

④ 地元企業との連携強化に向け

た取組について 

 

意見交換会 １月２５日 地域の就労支援機関と医療機関の

連携による精神障害者の就労促進

に関する意見交換会 

医療機関・就労移行支援事

業者（市内及び市外）・就

労支援機関・障害福祉課・

平成 30年度の主な取組内容 
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① 一般企業が抱える精神障害者

に対する雇用不安について 

② 医療と福祉の連携を通じた定

着支援のあり方について 

③ 各関係機関の就労支援に関す

る方向性の摺合せについて 

基幹相談支援センター 

第４回就労支

援部会 

２月１５日 ① 上記意見交換会に関する報告

とまとめ 

② 農福連携について 

③ 地元企業との連携強化に向け

た取組について 

④ 障害者就労施設等の物品販売

ポータルサイト開設について 

⑤ 次年度の取組について 

 

成果・活動から見えてきたことなど 

 高工賃を実現するためには，地域や様々な方との繋がりを深めることが必要であり，商工会等

との連携を開始した。今後も，あらゆる機関との連携を深める取組を進め，受注機会を増やし

ていく。  

 また，農福連携については，市区町村単位の自治体が主導して推進している事例が無く，国

分寺独自の方式を整備する方向で関係者による協議を重ねてきた。今年度は農園での試行実施

により課題を抽出することや，現在取り組んでいる農福連携を PR し，農業関係者等の理解を

深めることに力を入れたが，次年度からは，農福双方が抱える課題を解消していくための仕組

みや条件整備を進めるために，より集中的な議論を重ねる必要がある。 

就労支援施設における工賃アップを目指すための見学会や，就労支援機関と医療機関の連携

による精神障害者の就労促進に関する意見交換会などを定例の部会以外の活動として昨年度に

引き続き取り組んだが，テーマや対象を絞った内容のため，参加する委員が限定されるなど，

部会全体の取組に落とし込むことが難しかった。次年度については，お仕事ネットワークや就

労支援センターなどの既存の組織の活用や，必要に応じて新たにワーキンググループを設ける

など取組方法を見直し，それらで得られた成果を部会に報告する形で進めていくこととしてい

る。 

 これらの取組を次年度も継続しつつ，部会員全員で取り組める目標を設定し，部会の活性化

を図りたい。 

今後の活動予定 

 日にち 内容 備考 

平成３１年度第１

回就労支援部会 

５月中旬 平成３１年度部会の取組につい

て 

 

その他 
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平成 30年度 精神保健福祉部会 年間活動報告書 
 

 

◆精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた協議を行う。 

◆早期支援体制の確立に向けて，先進地域の取り組みについて把握し，市における現状と課題を

抽出する。 

◆長期入院者の実態把握と，地域移行支援の在り方を検討する。 

 

 

活動の状況 

 日にち 内容 備考 

第 1回 

精神保健

福祉部会 

5月 11日 ① 平成 29年度の活動報告 

② 住宅確保に関するポイント 

地域の不動産会社による情報提

供と意見交換 

③ 平成 30年度の部会の取組 

・精神障害にも対応した地域包

括ケアシステムについて 

・早期支援体制について 

・長期入院から地域移行の事例

について 

④ 「地域移行」をテーマとした，

基幹相談支援センターのネット

ワーク研修会報告 

 

→②不動産会社が困った経

験と好事例の紹介。 

→③今後地域の社会資源の

洗い出し等情報把握を進め

る。 

・他の先進的地域の取組や，

教育機関等の取組について

の情報収集と共有から，課

題抽出と今後の取組につい

て検討を行う。 

第 2回 

精神保健

福祉部会 

8月 29日 ① 早期支援の先進的取組，所沢市

早期支援体制「アウトリーチ事

業」について。（所沢市アウト

リーチチームより実践報告と意

見交換） 

② 教育現場におけるメンタルヘル

スへの取組の現状と課題。（市

内公立中学校養護教諭より報告

と意見交換） 

 

→①多職種連携によるチー

ム編成，多角的な視点確保，

官民の共同の体現，対象者

が支援を受ける体験，経験

の蓄積，初動支援の重要性 

→②思春期のメンタルヘル

スへのアプローチについ

て。教育現場では児童精神

科医から日常的に助言を得

られる体制を必要としてい

る。 

第 3回 

精神保健

福祉部会 

12月 12日 ① 第 1回，第 2回精神保健福祉部

会(住居確保，アウトリーチ支

援，教育現場の取組について)の

振り返り 

 

 

 

 

平成 30年度の主な取組内容 
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② 地域包括ケアシステム構築に向

けて市内社会資源の洗い出し，

現状と課題確認 

→②国の示す地域包括ケア

システムの「仕組み図」に国

分寺市の社会資源を落とし

込みながら，状況を把握す

る。 

第 4回 

精神保健

福祉部会 

1月 30日 ① 医療やサービスにつながりにく

い事例に関する検討 

② 次年度に向けての課題・取組につ

いて協議 

→①病院 PSW より困難事

例紹介と課題提起を受け，

地域包括ケアシステムの構

築を意識しながら協議。「高

齢家族が支える統合失調症

者の課題」について検討。 

成果・活動から見えてきたことなど 

今年度は，「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」の構築を意識しながら部会をすす

めてきた。 

◆住居確保は居住生活継続の要であり，住居確保につなげるポイントや，借りる側と貸す側の

間に立つ支援者の役割は明らかになった。今後，他市の状況把握や課題解決に向けた議論が必

要である。 

◆発症してすぐの時期や治療中断への「早期発見・早期対応」について，様々な視点や取組を

把握することができた。今後，当事者や家族のからのヒアリング等を通じ，さらに具体的なニ

ーズ把握と課題，必要な対応(多職種チーム構成なども含む)の構築に向けた検討が必要である。 

◆思春期のメンタルヘルスへのアプローチは，病気が発症する時期の最初のケア（プライマリ

ーケア）・支援へのつながりという点からも重要な支援である。教育の現場では，児童精神医学

的視点からの医師の関わり確保が課題になっている。教育分野，保健，福祉，医療の分野を超

えた多機関の情報交流と連携への更なる取組が必要である。 

◆地域包括システムに関する国の「仕組み図」を用いて，社会資源の洗い出しを行った。社会

資源は一定確保されていると思われる。しかし各資源の量，機能や対応力，利用のしやすさ等

については課題があり，今後検討が必要である。 

今後の活動予定 

 日にち 内容 備考 

次年度予定 5月頃 ① 地域課題の把握と平成 31年

度の部会取組内容について 

② 精神障害にも対応した地域包

括ケアシステムの構築につい

て 

 

その他 

【活動要素として】 

・高齢福祉分野との共同連携を模索   

・精神科病院に 1 年以上入院されている方 (「地域精神保健福祉資源分析データベース」

(ReMHRAD))の実態把握 

 


